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KAORUKO  Japanese Modern IKEBANA Installation  

19th,Feb,2019〜23th 

Maison de la culture du Japon à Paris 
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ＫＡＯＲＵＫＯ 

 

         文化発信を通して他国の方々が日本への理解や親近感を高め、 

        親日派や知日派を増やす事が貿易、経済、観光にもつながり 

        大きな国益となる事が文化外交であるということは 

        私は今まで世界でフラワーショーをしてきた立場として体験的に 

        実感してきました。 

        世界に誇るいけばなは海外でも古くから認知されていますが 

        等身大の現代日本の姿をＫＡＯＲＵＫＯの花は表します。 

        日本の心、日本の伝統のアイデンティティーを軸としながらも 

        西洋化との融合すなわち和モダンであらわし、それは空間美や 

わびさび、はかなさや可憐さをとりいれながらも 

        華やかさやインパクトとも共存するそぎ落としの美学です。 

        海外から ZENとよばれる日本らしさの感覚、 

        BONSAIスタイル、ポップカルチャー、クールジャパン的表現を 

随所にちりばめ 伝統と革新の融合のスタイル 

        それがＫＡＯＲＵＫＯスタイル、ＫＡＯＲＵＫＯ ＩＫＥＢＡＮＡと 

称されます。 

 

 

        1月:ジャパンベトナムフェスティバル 2019 において 

日越友好フラワーショーならびに展示 公式参加 

2月:ジャポニスム 2018において展示 公式企画 

6月:日英文化季間 2019において日英友好フラワーショーならびに 

展示 公式参加 
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ジャポニスム 2018 事務局公式サイト 
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 配布資料 フライヤーより 
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パリ日本文化会館 

開場前から長蛇の列 

フランスの方々の日本文化への興味の深さが伺える 
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      KAORUKO 活動報告（和・英） 展示の御案内（仏） 

 

 

 

KAORUKO 作品のポストカードは飛ぶようにお持ち帰りになられた 
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パリ日本文化会館１Ｆにおいて 
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日本人の精神性の表現として神

道、茶道の作法によるわびさびの

世界観 海外ではこれらの日本

らしさをＺＥＮと総称されてい

る（実際の禅とは異なる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BONSAI Style ミニ盆栽は日本の盆栽をミニチュアで「かわいい」表現とした 
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多くの御来場者が写真を撮られる 
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立ち止まって考える 
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伊藤若冲の「群鶏図」をモチーフのドレスにあわせてデザインした「鶏のゆれるブーケ」 

「クールジャパン」的作品 
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パリジャポニスム 2018 プチパレにおいて 76 万人を動員したという伊藤若冲展  

フランスでは若冲ブームが 

こちらは伊藤若冲「群鶏図」 

パリの方々に人気の若冲の絵をモチーフにしたドレスにあわせて 

「鶏のゆれるブーケ」 
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プリザーブドフラワーと羽を使った 

「鶏のゆれるブーケ」も多くの方が写真を撮られる 
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葛飾北斎「富嶽三十六景 凱風快晴」にあわせてお迎え花  

洋風で華やかな絢爛の中に日本の空間美 和モダンの世界 
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日本からオールジャパンの花を輸出、パリのランジス花市場で受けとった 

農水省の日本の花卉輸出促進事業の協力にもなった 

ダリア、トルコキキョウ、スイートピー、桜、デルフィニウム 
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「Fabulous!」「Beautiful!」の声を頂いた 
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パリでは見ないとのことで大輪のダリアは珍しがられ美しい色かつ繊細で高品質の日本の花達の

ＰＲともなった 
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鈴木其一「菊図」のモチーフの菊ドレス 

菊のドレスにあわせてアーティフィシャルの

大輪の菊を使って器はシルバーメタリックに

苔をあわせコンテンポラリーに 

足元は奈良漆器にプリザーブドフラワーの菊

と苔を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



23 

 

 

 

葛飾北斎「桜花に富士」のモチーフのドレスには日本からの桜（啓翁桜）を輸出し 

水色のデルフィニウムとあわせて穏やかな春の 1日の青い空に映える桜とした。 

※しだれ桜は日本からのアーティフィシャルフラワー 
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シルバーの竹をダイナミックに合わせて 

 

 

 

「SAKURA」として生花の桜とのドレスの絵が浮き出たような世界観にした 
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若者から人気のポップカルチャーとしての作品 

食品サンプルの寿司とキラキラフェイクフラワーと苔玉の融合 

正月の紅白花もち枝を使って 
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フランスの方々には食品サンプルも日本独自の文化として人気があることに着眼し花にあわせた

全体のバランスが Cool!と人気だった 
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アートを学んでいる学生達に 

「Interesting!」「Cool!!」と人気のコーナー 
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私のつたない英語力での英会話でも花を通じた   国際交流基金東京本部からの公式のビデオインタビュー 

コミュニケーションにより文化交流となった    日本文化を発信する今回のデザインコンセプトなど                               

  全都道府県がお使いになるそう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

葛飾北斎好きのフランスの方との国際結婚の日本の女性  日本人でフランス在住の方 

からは 7月のウェディングに、和モダンの花を手がけて  以前より雑誌やテレビを見てファンだったという 

欲しいとの相談も                   方もいらして 
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KAORUKO は葛飾北斎 

「神奈川沖浪裏」のドレス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャポニスム 2018 パリ日本文化会館事務局長他皆様も連日盛況に生の声を聞かれて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フランス語通訳兼ディスプレー担当・展示責任者の方  日本の花輸入品 パリの花市場 

コーディネーターはなんと孫弟子 

だった 
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パリ日本文化会館には初音ミクや 

ゴジラもお出迎え 

現代日本のハイテクを駆使した映画や

映像、アニメやマンガも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャポニスム公式企画としてのバッチ＆Ｔシャツ 
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ＳＮＳの発信力によるＰＲ効果 公知に貢献 

KAORUKO は日本のブログ最大手サイバーエージェントの ameba ブログの芸能人著名人枠のオ

フィシャルブロガーであり、ランキング上位になる時も 

 

KAORUKO は、一日平均 23,268PV であり一ヶ月にすると約 70万 PV。 

過去最高一日で 314,145PV をヒットしたことも 

アメブロ、facebook、ツイッター、Instagram の連投稿により、 

国内外への SNS による発信力が強固に見込まれ効果がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の美人画を描いているアーティストという 20 代の若い女性が、 

花に感動したとのことでインスタを交換してほしいとのことでこちら 

KAORUKO 自ら開催期間中終日ＳＮＳ発信に努めていた 
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ジャポニスム 2018 公式 facebook よりジャポニスム事務局が投稿後数分で反響がたちまち      

シェアが起こり好評とのこと 
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パリ日本文化会館公式ホームページのフランス語ページより 
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ジャポニスム 2018 公式 Instagram および japonismes 2018 公式 Instagram 

KAORUKO の投稿にハッシュタグをつけて公知させる 
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パリ日本文化会館 1階にインハウスショップの和カフェ 国虎屋 

おにぎり 3€から 5€、ほうじ茶、煎茶、玄米茶などティーパックで 3€から 4€ほど、 

どら焼き類も同様、他抹茶や日本酒もあり、簡易椅子とテーブルで楽しめる 

連日の長蛇の列でフランスの方が好まれこの高額のおにぎりが飛ぶように売れている 
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パリのランジス市場へと買いつけと仕入れ  日本からの輸出の花を荷受けしてくれた仲卸さん 
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 日本の KAORUKO フローリスト銀座の花用リボンやラッピング用紙の買い付けはパリで 
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余暇を利用して親交のあるパリのフルリスト

Clarisse Beraurd のアトリエへ 

参加スタッフを引率してパリ風ブーケのレッ

スンへ 

2003年日本人初パリコレの花を KAORUKO

が手掛けた時以来の交流 

Clarisse Beraurd にとってもレッスン初生徒

が 2003年の日本からの KAORUKO 率いる生

徒達だった 
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日本からのスタッフ達もパリジャポニスム公式企画の花を日々メンテナンスを 

 

 

 

天野筆頭教授 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

西片教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホテルの部屋で KAORUKO IKEBANA 和モダンスタイルのレッスンを 
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